
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校通信 第８号 令和５年２月２８日

  発行 校長 大川博靖 

DXキャリアチャレンジ特別号 

  

 

予測困難な時代の中で、児童が自ら夢や希望を抱き、 

将来、世界で活躍できる社会の担い手となるために 

「DXキャリアチャレンジの授業」１０月４日より開催 
様々なキャリアの方とつながりながら学び、それぞれの人生に触れる授業を実施 

 

学校ガイドブック「シフト！大東小」ｐ２０に掲載の通り、ＰＴＡ会長仁尾順和様協力の下、ＩＣＴを活用して、つなが

りながら学ぶ「DXキャリアチャレンジ」を教育課程に位置づけて今年度１０月４日より実施しています。 

この学習を通して、SDGｓな考え方やＳＴＥＡＭ教育等の知識、キャリアプランニング能力や問題対応能力などの資質

を、ゲストティーチャーとのアクティブな学びによって実現しようとしています。 

この学校での学習の様子を、保護者はもとより広く地域に発信、共有することで、家庭や地域の意識を高め、児童がたくさ

んのキャリアの刺激を受けながら、自身の夢や希望をもち、それを地域の力で大切に育てていけるようにするための活動を行

っていきます。保護者の皆様も YouTube ライブ配信・デマンド配信を是非ご視聴ください。 

 

 「なぜドラアグクィーンに・・・」まっすぐな質問の４年生       地域の博物館から進化の不思議を学ぶ３年生 

２・３年生は地域・４～６年生は SDGｓを学習テーマに ３月は音楽の授業で 

＜これまでのDXキャリアチャレンジ＞ 

１０月４日～の生活科・総合的な学習の時間(地域・SDGｓ)での授業では 

２年生活科 桐生警察署赤城駅前交番、赤城駅、大間々給食センター、柏東保育園【大間々町】 

３年総合   みどり市観光課、桐生ボート、グリーンアリーナ、岩宿博物館 【みどり市】 

４年総合   東京 2020パラアスリート、放送作家兼ドラアグクィーン【SDGｓ多様性他】 

５・６年総合 放送作家兼ドラアグクィーン、海外ジャーナリスト、海上自衛隊元南極船しらせ乗組員 

JAL国際線客室乗務員(アメリカサンディエゴより)、ジャズピアニスト他 

 



 

＜これからの DXキャリアチャレンジ＞     ２日間共に、1～3年生 13:35～ ４～６年生 14:30～ 

     楽しい歌や音楽、リトミックの授業 

    ３月９日(木) 谷本賢一郎さん  NHK E テレ フックブックローけっさく                           

くん  １～３年生、４～６年生の２回 

    あたた くて力強い歌声、そんな言葉がピッタリな歌手、谷本賢一郎さん。 

NHK E テレ『フックブックロー』に本屋さんのアルバイト店員・平積傑作役で出演した経験か

ら、子供も大人も楽しめるファミリーコンサートを中心に活動。代表曲「なまえ」は、親から子

供へ、世代を超える愛をテーマに粗くも大切に歌い上げる谷本賢一郎さんの代表曲です。 

 

 

３月１４日(火) つのだりょうこさん(元 NHKみんなといっしょ うたのお姉さん)  

         １～３年生、４～６年生の２回             

現在つのだりょうこさんは、テレビ出演だけでなくコンサートステージやYouTubeなど   

幅広くご活躍中！ リトミック講師の資格も取得し、楽しく音楽と触れ合いながら音楽能 

力などの子供の潜在能力を伸ばすことを目的とした活動もされています 

    

   両日ともメール配信にて後日 URLを送ります。 

YouTube ライブ配信・デマンド配信を是非ご視聴ください。 

          

これまでの主な DX キャリアチャレンジ 

SDGｓ芸人アンカンミンカン富所哲平氏とハイブリッドで学習 

SDGｓ芸人として、小中学生から大学生や大人まで SDGｓ公演で

年間１００回を上回る実績のアンカンミンカン富所さん。 

本校の SDGｓ学習コーディネーターとして、SDGｓについての講習や

助言をいただいています。 

５年生では、自分たちが調べたことをオンラインでプレゼンテーションを行

い、富所さんからのお話は、サプライズ登場していただき、直接児童の前で

アドバイスをいただきました。 

SDGｓの項目ごとの視点やプレゼンテーションの配色まで、今後の調べ

学習につながる視点をいただきました。 

 

東京 2020パラ卓球 岩渕幸洋さん 合宿中のお昼休憩で 

リオ 2016、東京 2020パラリンピックに出場した、卓球ナショナルチーム

の岩渕幸洋選手が、世界選手権前の合宿中に、本校４年生と６年生

を前に、自身の歩みを紹介してくださいました。 

「なぜ卓球を始めたんですか」との６年生の質問に、「障害から走ること

が苦手だったので、一番走らない卓球部に入部しました」と答えたとき、６

年生はうれしそうな反応でした。その等身大な岩渕選手に親近感を持ち

つつも、トップアスリートとしてのスゴさとのギャップに児童はたくさんの刺激を

感じていました。 

 

 

 

 



 

これまでの DX キャリアチャレンジの主なゲストティーチャー 

２・３年生は市内事業所とオンラインで実施 

４～６年生は、多様な講師とつながりながら学習をしました 

海外ジャーナリストくぼたみかさん(5年) 

幼稚園教育AD渡部さん(5.6年) 

  JAL国際線CA森下さん(5.6年) 

エスムラルダさん(4.5.6年) 

 

ジミー岩崎さん (5.6年) 

元南極砕氷船しらせ乗組員栗山さん(3.5.6年) 


